
校訓

教育方針

学校教育目標

評 価 項 目
（評価指標）

評価 その根拠 考察・分析及び改善策

校訓・
学校教育目標

・ 校訓や学校教育目標
を達成させるため、
授業や学校行事など
を適切に実施する。

3

関連する項目のアンケートの
肯定的回答が保護者では項目
２を除いて80%を超え、生徒で
は全項目で80%以上である。ま
た、90%を超えている項目や昨
年度より増加した項目も多
い。しかし、保護者の項目２
は１学期より減少しており、
学習に対する努力は課題であ
ると考える。

コロナ対策により保護者が来
校する機会が減少した。ま
た、家庭学習をしている時間
よりメディアを扱う時間の方
が多くなっているようであ
り、生徒と保護者の意識の差
が大きいことも考えられる。
保護者と連携した取組や、ｅ
ライブラリの活用の推進をし
ていく必要がある。

・ 人権教育を推進し、
人としての尊厳を重
んじる教育を実践す
る。

・ いじめのない学校・
学級づくりに努め
る。

確かな学力の育成 ・ 主体的・対話的で深
い学びの実現に向
け、校内研究を通し
て授業改善に取り組
む。 3

授業改善に向けた研究授業を
実施したり、ICT機器の活用の
ための研修を行ったりし、授
業改善が進んできている。ま
た、関連する項目のアンケー
トの肯定的回答がほとんどの
項目で90%を超えており、昨年
度より増加している。しか
し、家庭学習に関しては課題
として残っている。

項目９が１学期より減少して
おり、授業改善は今後も取り
組んでいく必要がある。学習
内容の定着のためには、家庭
学習の充実が今後の課題であ
る。ｅライブラリの活用や平
日、週末の課題を充実させて
いきたい。

・ 学びを支える生徒指
導を充実する。

・ 自己肯定感を高め、
人の痛みがわかる教
育を推進する。

・ 教材の開発や授業に
地域の人材など外部
人材を活用する。

・ 学校だよりや学級通
信、安心メール、ホー
ムページ、各種会合等
を活用し、保護者へ学
校の様子や必要な情報
を提供する。

生徒指導の充実

3

関連する項目のアンケートの
肯定的回答は、ほぼ同等であ
る教育相談を除いて昨年度よ
り大幅に増加している。しか
し、生徒の項目１５は１学期
より減少している。教育相談
と望ましい人間関係づくりに
課題が残る。

客観的に生徒を理解し、適切
な支援を充実するために「学
校楽しぃーと」を効果的に活
用する。併せて、観察等によ
る生徒理解や情報共有も充実
し、適切な支援を行う。教育
相談については、生徒との二
者面談の実施など、実施方法
を検討する。

保護者、地域との
連携

4

１年生の作陶体験を中心に各
学年において外部講師等を活
用した学習が実施できた。
保護者の項目２０の肯定的回
答が昨年度より5%増加してい
る。

学校運営協議会の助言をいた
だきながら総合的な学習の時
間の見直しができつつある。
引き続き、地域との連携を進
めながら外部人材の活用を推
進していきたい。情報発信に
ついてはICT等も活用しながら
保護者等に届くものになるよ
う工夫していきたい。

令和４年度　波佐見町立波佐見中学校　自己評価書

人間尊重の精神

3

関連する項目のアンケートの
肯定的回答は生徒が90%を超え
ており、保護者も85%を超えて
いる。しかし、生徒の項目７
が１学期より2%減少してお
り、まだ十分とは言えないと
考える。

道徳科で重点的に取り組んだ
り、人権集会や講演会などを
実施したり、いじめに関する
講話を行ったりすることで、
人権に対する意識を高めるこ
とができたと考える。今後
は、１年を通して、生徒自身
がお互いを認め合う活動等を
取り入れていきたい。

己に厳しく　人に優しく

憲法・教育基本法の精神並びに長崎県・波佐見町の教育方針に則り、家庭・地域と
の連携を密にし、郷土及び国家社会の担い手としての責任を自覚し、豊かな心と創
造力、高い知性とたくましい身体を持ち、変化の激しい時代を生き抜く力をもち、
自主・自立の精神に満ちた実践力のある生徒の育成に努める。

学びを生かし、よりよい未来を創造する生徒の育成

本年度の重点努力目標
１　志を立て、確かな学力を持つ生徒の育成
２　誠意、感謝、奉仕の心を持つ生徒の育成
３　耐性を育み、たくましく生き抜く力を持つ生徒

【評価基準】　４：達成できた　３：おおむね達成できた　２：あまり達成できなかった　１：達成できなかった

具体的方策・手立て



2学期 1学期 2学期 1学期

生徒 本学期を振り返り、将来の夢や職業についてに考える場面があった。 80 80 83 79

保護者 ご家庭では、将来の夢や進路について話し合う（会話する）機会があった。 83 78 82 82

生徒 各教科の学習に努力できた。 86 89 86 86

保護者 お子様は、各教科の学習に努力している。 66 71 62 67

生徒 何か一つでも、あきらめずに、努力できた。 93 94 91 91

保護者 お子様は、何か一つでも、あきらめず努力していた。 81 85 78 79

生徒 命あるものを大切にできた。 99 97 96 98

保護者 お子様は、命あるものを大切にしている。 98 97 97 98

生徒 誰に対しても、お互いに考えを認め、助け合えた。 98 96 94 93

保護者 お子様は、友人を大切にしている。 99 99 98 99

生徒 誰かのために、役立つことを一つでも努めた。 93 91 89 92

保護者 誰かのために、役立つことを実践している生徒がいる。 93 85 88 85

生徒 人のいやがることをせず、学校生活を過ごした。 93 95 94 94

保護者 学校では、人権教育が推進され、人としての尊厳と責務を重んじる教育がなされている。 89 87 85 93

生徒 いじめのない学校・学級を目指し、努力できた。 97 95 94 95

保護者 学校は、いじめのない学校・学級作りを目指して取り組んでいる。 85 83 77 89

生徒 先生は、わかりやすい授業をしてくれる。 93 96 91 94

保護者 学校は、子どもたちを理解し、わかりやすい授業をしている。 91 98 75 93

生徒 授業では、「めあて（課題）」が示され、学習の振り返り（確認・確かめ）が実践されている。 96 96 93 96

保護者
授業では、「めあて（課題）」が示され、「まとめ」で学習した内容の「確かめ」や
「振り返り」が行われていた。 96 95 80 93

生徒 授業では、お互いの意見や考えを深める活動（班学習やペア学習）が実践されている。 98 98 93 95

保護者 授業では、意見や考えを深めるための活動（班活動・ペア学習等）が行われている。 95 100 89 95

生徒 授業で出された課題（宿題）を家庭学習として、取り組めた。 92 92 90 92

保護者 各教科の先生から計画的に課題（宿題）が示され、家庭学習の習慣化が図られている。 80 75 77 88

生徒 授業では、ICT機器が活用されている。 90 88 91 88

保護者 授業では、ICT機器が活用されている。 90 94 82 88

生徒 先生は、間違ったことには正しく指導してくれる。 99 98 95 97

保護者 子どもを褒めるべき時は褒め、間違ったことには正しく指導してくれる。 93 93 82 93

生徒 学校や学級で、好ましい人間関係をつくっている。 92 94 90 88

保護者 お子様は、学校や学級で好ましい人間関係をつくっている。 96 93 90 93

生徒 教育相談では、自分の悩みや相談を話しやすかった。 76 80 76 81

保護者 学校は、子どものことについての相談に応じてくれる。 88 85 87 93

77

※９２

保護者 学校は、部活動を積極的にすすめている。 95 96 92 95

生徒 学校は、安全で、環境が整っている。 93 94 89 89

保護者 学校は、安全に気を配り、環境が整っている。 95 91 91 94

生徒
総合的な学習の時間などの授業や学校行事等で、地域の方から話を聞いたり、
指導していただいたりする機会がある。 83 81 － －

保護者 学校は、地域の方を授業等の講師として活用している。 90 85 － －

生徒 学校から出された文書や学校だより、学級通信等を確実に保護者に渡している。 90 93 － －

保護者
学校は、学校だよりや学級通信、安心メール、ホームページ、各種会合等を活用し、
学校の様子や必要な情報を知らせている。 92 93 87 87

生徒 先生を信頼している。 85 90 85 85

保護者 学校は、生徒・家庭・地域と信頼し合っている。 89 85 83 83

№１７生徒の下段（※92％）は、２学期に一部を除いて部活動を行っていない３年生を除いた１・２年生の肯定的回答率である。

生徒 部活動を積極的に頑張った。 92 90 92

２　学力を磨く

評価項目 対象 質　　　問　　　内　　　容
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１　夢・憧れ・志

３　困難に打ち克つ

４　命について

人

間

尊

重

の

精

神

７　人権尊重の教育

８　いじめのない学校

５　認め合い・助け合い

６　誰かのために

１５　好ましい人間関係

１２　宿題と家庭学習

１３　ICTの活用

１１　考えを深める

学

力

向

上

９　わかる授業

１０　めあてと振り返り

本年度 昨年度

令和4年度　学校評価アンケート集計結果

信

頼
２１　学校への信頼

開

か

れ

た

学

校

１９　地域との連携

２０　教育方針の理解
　　　家庭地域への連絡

健

康

・

安

全

１７　部活動

１８　環境安全整備

１６　教育相談

生

徒

指

導

１４　正しく指導


